
 茨城県境町 企画部地方創生課 0280-81-1309

問合せ先・電話番号

計画期間：～令和10年３月31日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

スポまち！表彰2024
⑦茨城県境町

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

境町戦略会議委員
（国・大学・民間企業等のメンバーで構成）

●町が実施する事業について、様々な角度から指導・助言等を行う

町（自治体）
（スポーツ・健康推進・観光・公共交通等の関係部門含む）

●全体取りまとめ
●一線級の“地域おこし協力隊”の活用
●受入れ整備（主にハード面）
●スポーツ大会や合宿時における関係各所との各種調整 等

ＤＭＯ（観光地域づくり法人）
（（株）さかいまちづくり公社）

●スポーツツーリズム等の観光コンテンツ開発
●多様な関係者との連携調整 等
【多様な関係者例】
  商工会、観光協会、青年会議所、旅館
料理組合、飲食業組合、境町いきいき
クラブ連合会、観光バス事業者 等

指定管理事業者

 ●施設の管理・運営
 ●受入れ整備
 （主にソフト面）

 ●イベント等企画 等

外部アドバイザーとの連携

「ホッケー」を軸に移住定住促進・交流人口拡大・健康増進等 ”地方創生” を実現！
➀ 【移住定住の促進】 社会増減数：158人増（令和5年度）  → 740人増（累積・令和6年度～令和9年度）
➁  【交流人口の拡大】 交流人口  ：約80万人（令和5年度）→ 約370万人（累積・令和6年度～令和9年度） 
➂ 【健康増進】  ホッケー場 延べ利用団体数：212団体（令和5年度）→940団体（累計・令和6年度～令和9年度） 

➀ オリンピック基準の“本物”のホッケー場で、オリンピアンや日本代表等“一線級”の地域おこし協力隊による指導を実現！
地域に根付いていなかったホッケー競技について、０(ゼロ)から施設整備を行い国内外の代表合宿やオリンピック事前キャンプ
誘致、またオリンピアン等の人材獲得に成功。競技の普及活動にも取り組み、日本ホッケー協会より「公式ホッケータウン」に認定。

② 豊富な子育て支援でスポーツ移住をサポート！
スポーツ施策のほか、先進的な英語教育やPFIを活用した子育て世帯向けの住宅の整備等、様々な移住定住施策を展開。

〈現状・課題＞

〈総合的な取組内容＞

＜ＰＲポイント＞

• 社会資本整備総合交付金を
 活用して整備したホッケー場
の活用

• 企業版ふるさと納税を活用して
整備したクラブハウスの活用 等
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• スポーツ合宿の誘致
• 大会やイベントの誘致
• スポーツツーリズムの促進
• スポーツ移住サポート 等

• 専門的な知識や技術を持った
 地域おこし協力隊の活用

• 競技人口の拡大活動
• 部活動地域移行に向けた支援
• 施設利用を通じた幅広い

 世代の健康増進 

～スポーツによる地方創生～
“ホッケー”を軸にした取り組みで
“持続可能”なまちづくりと
“Well-being”を実現

（境町ホッケーフィールド）

スポーツを
核とした
まちづくり

【ホッケー場】
“オリンピック基準”

のホッケー場で
“一線級”の

地域おこし協力隊
による指導

自動運転バス（二次交通）

シェアサイクル

カーシェアリング

高速バスでアクセス！
（一次交通）

●境町 東京駅
●境町 成田空港

【フィットネス】
“オリンピアン”
も使用した本格的
なトレーニングジム

で健康増進

【観光コンテンツ】
“全国市町村最多”

７つの
隈研吾氏設計

建築群

【レガシー継承】
“スポーツ”を通じ

た歴史教育

【体験コンテンツ】
●グランピング・キャンプ場
●人工サーフィン場
●BMX・インラインスケート・

 スケートボード等が実施
可能な世界最高峰の
 アーバンスポーツパーク

【宿泊施設】
“オリンピアン”
も使用した合宿に

最適なホテル

【子育て支援】
住宅の整備や
各種奨励金・
補助金等の

サポート

スポーツ
合宿の
受入れ
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茨城県境町
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の普及

大会や
イベント
の開催

ホッケー場
利用者
の増加

シビック
プライド
の醸成

シティ
プロモー
ション

滞在時間
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環境ローカル
ブランド

交流 健康

●これまで、各種スポーツ施設等のハード整備や、地域おこし協力隊を活用した競技人口の拡大等のインナー政策、また移住
 定住に向けた各子育て支援等のアウター政策などを実施してきた結果、減り続けていた町の人口が「下げ止まり」の状況に改善。
●今後、持続可能なまちにしていくためには「下げ止まり」の状況から「現状維持」の状況へ、さらには「人口増」への転換が必要。
●今後、Well-beingの実現と人口増の状況へ転換していくために、「ホッケー」を軸として、一線級の地域おこし協力隊を活用し
ながら持続可能なスポーツを核としたまちづくりを進め、「健康増進」や「スポーツ移住」の促進等を図っていく必要がある。

▲パリ2024大会に出場した
ホッケー女子日本代表の永井隊員

▲ホッケー無料体験教室の開催
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